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旅籠 Tabard の主人の「誓言」













(１)  I, Barack Hussein Obama, do solemnly swear that I will 











　その大統領就任宣誓（The Oath of Office of the President of the United 
States）の正式の文では，ロバーツ長官が間違えた副詞 faithfully は，文末
ではなく will と execute の間に位置している。
全文は以下のとおりである。
(２)  I do solemnly swear that I will faithfully execute the Office 
of President of the United States, and will to the best of my 

















(３)  Do you swear to tell the truth, the whole truth, and nothing 
but truth?




(４) He swore by all the gods.
(Ibid. p. 344)
　中には，以下の例のように「強調のためだけで，ほとんど無意味に添えら
れたもの」も存在する。一般に Swearword と呼ばれているものである。 
’hell’ を使用したこの表現を例証してみる。
(５)  Hell, no! 
Get the hell out of here! 
Who the hell are you? 
I don’t know what the hell happened.






(６)  Damn it!  /  God damn! 
Go to the Devil! 
Blast! 
　これら短い誓言は本来 ‘curse or malediction’「呪詛」と呼ばれるもので，
感情を低俗な言葉で表現したもので，強意語の代わりとして使用されている。
　「呪詛」の中でも，上記の例よりもっと卑猥な語（ ‘Filthy Word’ or ‘Taboo 
words’ ）を使用した表現も存在する。McEnery はその著書 Swearing in 
English でこれらの言葉を，男女別，年齢別，階層別に分けて，細かく分析
している。そのデーター (p. 41) から一部を借用すると以下のような語が聞
き手のショックの強さで分類されている。ほとんどの語が意味を持たないか，
「ばか，くそったれ」などの汚い語である。
Very mild ：　god,  bloody,  idiot
Mild ：　pissed off,  arse,  shit
Moderate ：　bastard,  wanker,  piss off
Strong ：　fucking,  fuck,   fucked
Very strong ：　cunt
　上記の聞き手のショックの度合い別の語群から一つずつ抜き出した語につ
いて The Oxford English Dictionary（OED）で，その卑猥な意味やその意
味での使用開始年などを調べてみると，以下のようになっている。
　　　bloody :  In foul language, a vague epithet expressing anger, 
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resentment, detestation; but often a mere intensive. 
　この意味での初出年は1785年。
shit :  A coarse exclamation of annoyance or disgust. 
　 この意味での初出年は1915年。 
本来の ‘excrement’ の意味では1585年のものが初出。
bastard :  Used vulgarly as a term of abuse for a man or boy, and, 
with weakened force, as the equivalent of ‘fellow’, 
‘chap’. 
　この意味での初出年は1830年。
fuck :  Used profanely in imprecations and exclamations as the 
coarsest equivalent of DAMN. 
　この意味での初出年は1922年。




































　Chaucer の The Canterbury Tales の中に次のような発話がある。
(８)  The Parson hem answered, “Benedicite! 





（The Epilogue of ‘The Man of Law's Tale', ll. 1170 ‒ 1171）
教区牧師は「誓言」を罪悪視していることが分かる。
　これが発話された背景には，以下のような前提があったからである。
　その The Canterbury Tales の中で，法律家（Man of Lawe）の Tale２）
が終わると，巡礼旅程の進行役である「旅籠の主人」は法律家の Tale が非
常にためになるものだったという感想を述べ始める。
(９)  Oure Hoost upon his stiropes stood anon, 
And seyde, “Goode men, herkeneth everych on! 
This was a thrifty tale for the nones!
(Ibid., ll. 1160 － 1162)
　そしてさらに，教区牧師に話しかけて，次の Tale を依頼している。
(10)  Sir Parisshe Prest,” quod he, “for Goddes bones, 
Telle us a tale, as was thi forward yore, 
I se well that ye lerned men in lore 
Can moche good, by Goddes dignitee!”


















は，病気になったときに，救ってくださった ‘the hooly blisful martir’ に
お礼参りをするために大聖堂へ旅立つのであるが。
(11)  And specially from every shires ende 
Of Engelond to Caunterbury they wende, 
The hooly blisful martir for to seke, 
That hem hath holpen whan that they were seeke.
（'The General Prologue', ll. 16 ‒ 18）
２）大聖堂内での殺人
　ここに出てくる ‘the hooly blisful martir’（気高くありがたき殉教者様）
とは，12世紀カンタベリー大司教 Archbishop の地位にあった Thomas a 





















　そんな Thomas a Becket 廟へ詣でてみようという信仰心が Geoffrey 
Chaucer にも急に頭をもたげ，さっそく旅支度に取り掛かかった。早朝に




















(12)  “Lordynges,” quod he, “now herkneth for the beste; 
But taak it nought, I prey yow, in desdeyn. 
This is the poynt, to speken short and pleyn, 
That ech of yow, to shorte with oure weye, 
In this viage shal telle tales tweye 
To Caunterbury-ward, I mene it so, 
And homward he shal tellen othere two, 
Of aventures that whilom han bifalle.
（‘The General Prologue', ll. 788 ‒ 795）
　この巡礼の旅を楽しくするために，道中の話が途切れることなく円滑に続
くように，旅籠の主人は進行係を自ら買ってでた。
(13)  And for to make yow the moore mury,  
I wol myselven goodly with yow ryde,  
Right at myn owene cost, and be youre byde;  






こうして The Canterbury Tales が始まるのである。
４）Prologue の役割









を担うのは Epilogue であるが，Epilogue が付いている Tale は，‘The 




のも Prologue である。すなわち，この物語での Prologue は，各巡礼が語
る Tale のちょっとした「前置き」とは随分違うものになっている。そして
さらに，次の Tale の内容解説（本来の役目）も当然ながらなされている。
　しかしながら，Tale の中には，このような Prologue さえ持たないものも
ある。ただ，これは非常に少なく，‘The Knight's Tale’と‘The Physician's 
Tale’と‘The Shipman's Tale’の三つである。これらは，前置きがなく，
直接，Tale から始められている。





(14)  The Frere lough, whan he hadde herd al this; 
“Now dame,” quod he, “so have I joye or blis,  
This is a long preamble of a tale!”
The Prologue of Wife of Bath, ll. 829 ‒ 831.
　というのも，この Prologue は，彼女の Tale の行数（407行）の倍以上も
あるからである。




　そのために，この Prologue （三つの Epilogue も含む）に多くの巡礼を登
場させ，進行役の旅籠の主人と他の巡礼者との遣り取りから，読者は巡礼た
ちの真の姿を客観的に，より生々しく描くことができるのである。このこと
により，ここでの Prologue や Epilogue が Tale と Tale の間の「単なる 
link （つなぎ）」だけにならないで，それ以上の重要な役割を果たすことにな
っているのである。


























(15) Hire gretteste ooth was but by Seinte Loy;
(‘The General Prologue', l. 120)










(16) “O Lord, oure Lord, thy name how merveillous
(‘The Prologue of the Prioress's Tale', l. 453)
(17) O mooder Mayde! o mayde Mooder free!
(Ibid.,l. 467)
(18) Lady, thy bountee, thy magnificence,
(Ibid., l. 474)
(19) O martir, sowed to virginitee,
(Ibid., l. 579)
(20) O grete God, that parfournest thy laude
(Ibid., l. 607)
(21)  O yonge Hugh of Lyncoln, slayn also 
With cursed Jewes, as it is notable,


















　Baronet までが貴族階級で，そのすぐ下に Knight が位置する。
　ただ，‘The General Prologue’ で最初に話しをする籤を引いてしまった
ときは，さすがの騎士も思わず「誓言」を発している。
(22)  He seyde, “Syn I shal bigynne the game, 
What, welcome be the cut, a Goddes name! （神のお名前にかけて） 
Now lat us ryde, and herkneth what I seye.”
(‘The General Prologue', ll. 833 ‒ 885)
　この巡礼の最初の語り手として，騎士自身が発した誓言らしきものといえ
ば，この ‘a Goddes name!’ だけである。Link の中で騎士は，Monk が語っ
ている「栄華を極めた人が没落していく悲劇」の Tale を途中で止めさせる。
(23)  “Hoo!” quod the Knyght, “good sire, namoore of this! 
That ye han seyd is right ynough, ywis, 
And muchel moore; for litel hevynesse 
Is right ynough to muche folk, I gesse, 
I seye for me, it is a greet disese, 
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Whereas men han been in greet welthe and ese, 
To heeren of hire sodeyn fal, allas!






(24)  I prey yow that ye kisse the Pardoner. 
And Pardoner, I prey thee, drawe thee neer.
(Ibid., ll. 965 ‒ 967)
　やはり，身分の高い人は，むやみに誓言などはしないと思われる。





ているテーベ出身の Palamoun と Arcite。このいとこ同士の騎士は，こと
もあろうに Theseus 王の義理の妹 Emelye に同時に恋をしてしまう。その
若き二人の騎士，Palamoun と Arcite の恋の争奪を描いたものである。騎
士である Arcite とアテネ王である Theseus が発した誓言は以下のようなも
のである。
騎士 Arcite の誓言
(25)  For Goddes love, taak all in pacience　（神の愛にかけて）
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(‘The Knight's Tale', l. 1084)
(26)  “Nay,” quod Arcite, “in ernest, by my fey!　（真実にかけて） 
God helpe me so, me list ful yvele pleye.
(Ibid., ll. 1126 ‒ 1127)




(28)  By myghty Mars, he shal anon be deed（勇猛な戦いの神マ
ルスにかけて）
(Ibid., l. 1708)
(29)  Ye shal be deed, by myghty Mars the rede!”（勇猛な戦いの
赤神マルスにかけて）
(Ibid., l. 1747)


















F. N. p. 697）。口を開けば誓言が飛び出すような旅籠の主人は彼らに盾をつ
くはずである。
　ところで，上と同じように「誓言する」のを止められている（咎められて




(31)  Rom. Lady, by yonder blessed moon I vow, 
　That tips with silver all these fruit-tree tops̶
　　　　　 ジュリエット様，僕は宣言します，見渡すかぎり， 
樹々の梢を白銀色に染めているあの美しい月にかけて。
　　  Jul. O, swear not by the moon, th’ inconstant moon, 
　 That monthly changes in her circled orb, 




　　 Rom. What shall I swear by ?
　　　　　では，何にかけて誓えばいいのです？
　　  Jul. 　　　　　　　　　　Do not swear at all; 
　 Or, if thou wilt, swear by thy gracious self, 
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Which is the god of my idolatry, 





　　 Rom.　　　　　　　　　“If my heart’s dear love̶
　　　　　 もしも僕の心のこの思いが―
　　  Jul. Well, do not swear. Although I joy in thee, 
　I have no joy of contract to-night:
　　　　　 ああ，やっぱりおよしになって。お顔を見たのは嬉しいが， 
今夜のこの誓約には，ちっとも心が弾みませんの。

















参加した女もいる。Chaucer が The General Prologue で「偶然一緒になっ
た一行」と説明していた通りである。





　The General Prologue において，泊まり客の巡礼たちだけでなく，
Chaucer は旅籠の主人の人物像も紹介している。
　まず，この主人が営んでいる Tabard という旅籠は立派なものだった。
(32)  The chambres and the stables weren wyde, 
and wel we weren esed ate beste. 
　　 （宿の部屋は広く，厩舎も広かった。 
さらにもてなし方も最高でした。）
（‘The General Prologue’, ll. 28 ‒ 29）
　Chaucer はこの旅籠の主人がよほど気に入ったとみえて，747行から750
行まで，そのもてなし振りを書いている。
(33)  Greet chiere made oure Hoost us everichon, 
　　（旅籠の主人は我々皆をとても気持ちよく歓迎し） 
And to the soper sette he us anon. 
　　（すぐに夕食の席につけるよう用意してくれた） 




Strong was the wyn, and wel to drynke us leste. 
　　（ワインも強い上等のもので，遅くまで）
（Ibid., ll. 747 ‒ 750）
　このように立派で客扱いもうまい旅籠の主人ともなれば，その地域ではそ
れなりの地位を持ったなかなかの人物だと思われる。
(34)  A semely man Oure Hooste was withalle 
For to han been a marchal in an halle. 
　　（この主人は大広間でのもてなしの席に 
　　 ふさわしい人物であった。） 
A large man he was with eyen stepe ‒ 
　　（体格の良い男で，鋭い目をしていた。） 
A fairer burgeys is ther noon in Chepe ‒ 
　　（チープサイド [当時ロンドンの繁華街] 界隈では羽振り 
　　 の良い市民で） 
Blood of his speche, and wys, and wel ytaught, 
　　（話し方にも熱がこもっていて，賢く，教養も十分あった。） 
And of manhood hym lakkede right naught. 
　　（男らしさについても何ひとつ申し分なかった。） 
Eek therto he was right a myrie man,  
　　（そして本当に楽しい男だった。）
（Ibid., ll. 751 ‒ 757）
　さらに，4358行では，巡礼の一人でこの主人と面識のある料理人によって，





(35)  And therefore, Herry Bailly, by thy faith, 
Be thou nat wroth, er we departen heer, 
Though that my tale be of an hostileer.
（‘The Cook's Prologue',. ll. 4358 ‒ 4360）
　Robinson, F. N. (p. 668) は当時，Southwark に Henri Bayliff という旅籠
の主人が実在していたという確かな証拠があることを提示し，おそらく同一
人物であると考えている。
　Henry と Harry の関係は，以下のような変化で生じた。
Haimirich (ドイツ語) > Henricus (ラテン語化) > Henri (フランス語化)
フランス語化された Henri がイングランドに渡り，-n 音が脱落し，
Herry に変化し，さらに，そのHerry が最終的に Harry に変化し，こ
れが好まれた。(木村正史，p. 150)
旅籠の主人 Herry Bailly の誓言
１）‘The General Prologue’ において





(36)  For by my trouthe, if that I shal not lye, （私の忠誠心にかけて） 
I saught that this yeer so myrie a compaignye 
Atones in this herberwe as is now.
(ll. 763 ‒ 765)
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　Trouthe は ModE troth（忠実，誠実，真実）ことで，この語を使用した
誓言は多用されている。
(37)  To-morwe, whan ye riden by the wey, 
Now, by my fader soule that is deed, 
But ye be myrie, I wol yeve yow myn heed!
(ll. 780 ‒ 782)




(38)  “By Goddes soule,” quod he, “that wol nat I; 
For I wol speke, or elles go my wey.”
（‘The Miller's Prologue', ll. 3132 - 3133）
　したがって，(37) の例の ‘fader soule’ と (38) の例の ‘Goddes soule’ 
は同じ意味の表現ではないかと思われる。





(39)  By armes  
by blood and bones  
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By Goddess soule  
by my soun  





３）The Reeve's Prologue において
　粉屋の「大工を散々こけにした Tale 」に怒り狂った大工が喋りまくる 
Prologue。主人は口こそはさんではいるが，ここでも誓言は聞かれない。粉
屋や大工とはよほど相性が悪いとみえる。





る Tale で仕返しをするから」と公言したために，旅籠の主人は沈黙。(35) 
の例で一つはすでに出てきたが，料理人はこの短い Prologue で３回誓言を
している（for Cristes passion,  by my fey,  by thy feith ）。
５）The wordes of the Hoost to the compaignye において
　料理人の Tale が中途で終わった（未完）のに気を良くしたのか，久々に
誓言を口にしている。




Leseth no tyme, as ferforth as ye may.
(ll. 18 ‒ 19)
　主人のこの誓言は，神や聖人を使ってはいるが，粉屋や大工とは違った綺
麗な誓言である。
６）The Epilogue of ‘The Man of Law's Tale’ において
　この Epilogue での旅籠の主人の最初の二つの誓言については，例文(10)
ですでに言及しているので，ここでは残りの誓言について述べることにする。
(41)  “Now! goode men,” quod oure Hoste, “herkeneth me; 
Abydeth, for Goddes digne passioun,　（神の尊き受難にかけて） 
For we schal han a predication; 
This Lollere heer wil prechen us somewhat.”
 (ll. 1174 ‒ 1177)
　この主人の誓言に対して，船乗りは “by my fader soule（神の魂に誓っ
て）” と誓言を使用して返答している。
７）The Friar's Prologue において
　ここでは，托鉢僧と法廷召喚人，さらに旅籠の主人が話しをしているが，
誓言についていえば，托鉢僧は on Goddes name と，法廷召喚人は By God 
と，それぞれ誓言をしているが，主人の誓言はない。





(42)  For Goddes sake, as beth of better cheere! 
It is no tyme for to studien here. 
Tell us some myrie tale, by youre fey!
(ll. 7 ‒ 9)
　最初の For Goddes sake という誓言は人に依頼をするときの典型的な誓
言（「お願いだから」とか「後生だから」）である。現代英語でも，for God's 
sake とか for Christ's sake とか for heaven's sake などの形でよく使用され
ている。
　後の by youre fey は，料理人の誓言にも見られたものであるが，fey は 
ModE faith と同じで「あなたの誠実さにかけて」，すなわち「本当に」を意
味する誓言で，現代英語でも「誓って，本当に」の意味で by one's faith と
か on one's faith という形で使用されている。
９）Bihoold the murye words of the Hoost において
　ここは，Clerk の Epilogue のようなもので，旅籠の主人が Clerk の Tale 
を褒め称えている。
(43)  This worth Clerk, whan ended was his tale, 
Oure Hooste seyde, and swoor, “By Goddes bones,
 （神の遺骨にかけて）
　　 me were levere than a barel ale 
My wyf at hoom had herd this legende ones!
(ll. 1212 ‒ 1215)






10）Epilogue to ‘The Merchant's Tale’ において
(44)  “Ey! Goddes mercy! seyde oure Hooste tho, 
“Now swich a wyf I pray God kepe me fro!
(ll. 2419 ‒ 2420)
　「神の語慈悲（ご加護）がありますように」という誓言であるが，ここで
は驚きや恐怖を表すのに使用されて，「ああ，いやだ，いやだ」の意味。
11）The wordes of the Hoost to the Phisicien and the Pardonour において
(45)  Oure Hooste gan to swere as he were wood; 
“Harrow!” quod he, “by nayles and by blood!
(ll. 287 ‒ 288)
　この誓言はよく使用されるなじみのものであるが，正確に言えば，‘by 
the nails of the Cross and the blood of Christ’ である（Robinson, 728）。
　次に同じ聖人（スペリングは少し違うが）を使用した誓言を旅籠の主人が
口にするが，このような聖人は存在しない。
(46)  So moot I theen, thou art a proper man, 
And lyk a prelate, by Seint Ronyan!
(ll. 309 ‒ 310)
(47)  “Tell us som myrthe or japes right anon.” 
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“It shal be doon,” quod he, “by Seint Ronyon!
(ll. 319 ‒ 320)






(48)  By corpus bones! but I have tracle, 
Or elles a draughte of moyste and corny ale, 
Or but I here anon a myrie tale. 
Myn herte is lost for pitee of this mayde.
(ll. 314 ‒ 317)
12）‘The Pardoner's Tale' において
　この Tale には Epilogue がないので，その Tale の最後の部分で旅籠の主
人と免罪符売りが言い争いをしている。
(49)  But, by the croys which that Seint Eleyne fond, 
I wolde I hadde thy coillons in myn hond 
In stide of relikes or of seintuarie.
(Ibid., ll. 951 ‒ 953)
　Seint Eleyne とは，Saint Helen のことである。別名 the mother of 
Constantine the Great と呼ばれ，キリストが磔にされた真の十字架を発見




13） Bihoold the murie wordes of the Hoost to the Shipman and to the 
lady Prioresse において
　旅籠の主人が得意とする（？）ラテン語入りの誓言。
(50)  “Wel seyd, by corpus dominus,” quod oure Hoost.
(l. 435)
　しかし，このラテン語 ‘corpus dominus’ の dominus は domini になるべ
きで，旅籠の主人はまたまた間違えている（例文（46），例文（47））。
　Dennan (p.44) は，この主人は，「言葉の誤用」で有名な Mrs Malaprop（R. 
B. Sheridan の劇 The Rivals に登場する年老いた婦人）と非常に良く似た
人物設定であると指摘している。
　しかし，この誓言は，‘the body of the Lord' （「神のお体にかけて」）の意
味で当時はよく使用されていたらしい（Robinson, F, N. p. 734）。
　次に登場する誓言は，またまた聖人を使ったものである。
(51)  The monk putte in the mannes hood an ape, 
And in his wyves eek, by Seint Austyn!
(ll. 440 ‒ 441)





14）Here the Hoost stynteth Chaucer of his Tale of Thopas において
(52)  “Namoore of this, for Goddes dignitee,”（神の尊厳にかけて） 
Quod oure Hooste, “for thou makest me 
So wery of thy verray lewednesse
(ll. 918 ‒ 920)
(53)  “By God,” quod he, “for plenly, at a word, 
Thy drasty rymyng is nat worth a toord!
(ll. 929 ‒ 930)
(54)  “Gladly,” quod I, “by Goddes sweete pyne!　
(l. 936)
　この pyne は misery や suffering のことで，例文(41) の passioun と同
じと考えられる。
15）The Prologue of ‘The Monk's Tale’ において
(55)  Oure Hooste seyde, “As I am feithful man, 
And by that precious corpus Madrian, 
I hadde levere than a barel ale 
That Goddelief, my wyf, hadde herd this tale!
(ll. 1891 ‒ 1894)




(56)  By Goddes bones! whan I bete my knaves, 
She bryngeth me forth the grete clobbed staves,
(ll. 1897 ‒ 1898)
　以下の例文(56)(57)(58) は「真実にかけて」という同じ内容の誓言である。
(57)  Al be it that I dar nat hire withstonde, 
For she is byg in armes, by my faith; 
That shal he fynde that hire mysdooth or seith,
(ll. 1920 ‒ 1922)
(58)  But, by my trouthe, I knowe nat youre name. 
Wher shal I calle yow my lord daun John, 
Or daun Thomas, or elles daun Albon? 
Of What hous be ye, by youre fader kyn?
(ll. 1928 ‒ 1930)
　この kyn は「親族」であるが，fader を神と考えると，神の近しい人に
なる。
(59)  Thou art nat lyk a penant or a goost: 
Upon my faith, thou art som officer, 
Som worthy sexteyn, or som celerer,
(ll. 1934 ‒ 1936)




16）The Prologue of ‘The Nun's Priest's Tale’ において
(60)  “Ye,” quod oure Hooste, “ by seint Poules belle! 
Ye seye right sooth; this Monk he clappeth lowed.
(ll. 2280 ‒ 2281)




(61)  Swich talking is nat worth a boterflye, 
For therinne is ther no desport ne game, 
wherefore, sire Monk, or Piers by youre name, 
I pray yow hertely telle us somwhat elles;
(ll. 2290 ‒ 2293)
　次に登場するのは，神様を別の言い方で表現したものである。
(62)  For sikerly, nere clynkyng of youre belles, 
That on youre bridel hange on every side, 
By hevene kyng, that for us alle dyde, 
I sholde er this han fallen doun for sleep,
(ll. 2294 ‒ 2297)




(63)  This was a murie tale of Chauntecleer. 
But by my trouthe, if thou were seculer, 
Thou woldest ben a trede-foul aright.
(ll. 3449 ‒ 3451)
18）The Manciple's Prologue において
(64)  And to the Manciple thane spak oure Hoost: 
“By cause drynke hath dominacioun 
Upon this man, by my savacioun,  
I trowe he lewedly wolde telle his tale.
(ll. 56 ‒ 59)
　この savacioun は salvation のことで，「罪から私を救ってくださる神に
かけて」という意味であろう。
19）The Parson's Prologue において
(65)  For, trewely, me thynketh by thy cheere 
Thou sholdest knytte up wel a greet mateere. 
Tell us a fable anon, for cokes bones!”
(ll. 27 ‒ 29)
　この ‘for cokes bones’ （そのままでは「鶏の骨にかけて」となるが）は，
'a corruption of the oath “for Goddes bones” （「神の遺骨にかけて」の堕落
した表現）である。The Manciple's Prologue でも登場している。（Robinson, 






















　　　I do swear by my fader soule that is deed that I will execute the 
Office of President of the United States by Goddes digne passioun, and 






ゴシックで示した of に注目してほしい。もちろん，of で正しいのだが，ロバー
ツ長官は，最初は以下のように of のところを to と発話し，オバマ氏に復唱さ
せようとしたのである。
I, Barack Hussein Obama, do solemnly swear that I will execute 
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